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~
我
々
教
職
員
は
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
"

~
会
を
と
ら
え
て
、
目
の
前
に
い
る
生
徒
一
~

~
人
一
人
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、
大
き
~

i
く
成
長
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
~

~
師
と
し
て
の
原
点
に
立
ち
返
り
「
生
徒
を
~

~
伸
ば
す
」
を
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
~

~
げ
ま
し
た
。
大
切
な
生
徒
ゆ
え
に
、
愛
情
~

~
を
込
め
て
厳
し
く
指
導
し
、
伸
ば
し
て
い
~

盛
夏
の
候
、
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
~
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御
健
~
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
に
貢
献

i

益
々
の
御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
を
申
し
~
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

i
で
き
る
人
材
の
育
成
と
地
域
か
ら
愛
さ
れ
~

上
げ
ま
す
。
日
頃
は
同
窓
会
活
動
に
御
理
~
た
、
日
頃
は
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
~
る
渥
美
農
業
高
校
を
め
ざ
し
、
本
年
度
も
~

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
~
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

i
伴
浩
志
教
頭

(
2
3
回
卒
）
と
全
教
職
員
の

i

上
げ
ま
す
。
母
校
が
昭
和
2
6年
に
開
校
し
、
~
げ
ま
す
。
特
に
、
3
月

2
2日
に
は
、
本
校
~
協
力
を
得
て
、
日
々
の
教
育
活
動
に
全
力

i

来
年
度
は
創
立

6
0周
年
を
迎
え
ま
す
。
卒
~
陸
上
競
技
部
O
B

会
が
伊
良
湖
ビ
ュ
ー
ホ

i
で
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。
"

業
生
も
一
万
二
百
六
十
名
を
数
え
ま
す
。
~
テ
ル
を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
鈴
木
~
今
後
も
同
窓
生
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
~

又
卒
業
生
の
約

9
0％
が
豊
橋
南
部
及
び
田
~
喜
玄
会
長
よ
り
多
数
の
応
援
旗
の
寄
贈
と

i
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

i

原
市
に
在
住
し
、
農
業
及
び
地
域
関
連
産
~
現
役
選
手
強
化
の
た
め
に
多
額
の
御
寄
付
＂

業
の
発
展
を
担
っ
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
~
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の
紙
面i

王
国
姉
妹
校
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
と
~
を
お
借
り
し
て
再
度
御
礼
申
し
上
げ
ま
~

の
交
流
も
1
1回
を
数
え
本
校
生
徒

一
〇
八
~
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
~

名
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
生
徒
―
―
五
名
、
父
~
母
校
の
近
況
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

i
~

兄
教
員
同
窓
会
員
等
合
計
三
九
六
名
が
相
~
ま
す
。
教
職
員
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
、
~

互
に
国
を
訪
問
し
地
域
の
国
際
化
及
び

~
6
名
が
転
退
職
し
、
新
た
に
6

名
の
職
員
~

振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
思
い
ま
~
を
迎
え
ま
し
た
。
本
校

2
2回
卒
の
森
山
勝
~

す
。
母
校
渥
美
農
高
も
カ
ク
メ
ロ
で
は
特
~
史
先
生
が
、
教
頭
と
し
て
安
城
農
林
高
校
~

許
も
取
得
し
地
元
J
A
愛
知
み
な
み
、
J
~
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
教
頭
昇
任
を
心
か

i

A

豊
橋
で
は
海
外
輸
出
も
実
施
さ
れ
て
い
~
ら
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
、
~

ま
す
。
又
、
部
活
動
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
~
具
体
的
な
生
徒
の
活
躍
の
様

子
を
紹
介
さ
~

部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
悲
願
の
勝

i
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
部
活
動
に
お
い
て
~

利
を
し
て
い
ま
す
。
陸
上
部
、
卓
球
部
も
~
は
、
各
部
と
も
よ
く
頑
張
り
成
果
を
上
げ
~

東
海
大
会
出
場
等
輝
か
し
い
活
躍
を
し
て
~
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
陸
上
競
技
部
、
卓
~

い
ま
す
。
~
球
部
、
野
球
部
が
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
~

母
校
創
立
5
0周
年
以
降
の
1
0年
間
の
足
~
す
。
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
で
も
、1
0月
に
開
~

跡
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら

i
催
さ
れ
る
全
国
大
会
（
茨
城
県
）
で
の
活
~

を
振
り
返
り
記
録
し
、
さ
ら
に
発
展
を
期
す
~
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
動
物

i

る
た
め
母
校
創
立

6
0周
年
記
念
事
業
と
し
~
科
学
専
攻
生
が
手
塩
に
か
け
育
て
た
和
牛
~

て
国
際
交
流
事
業
の
継
続
と
部
活
動
へ
の
~
が
、

3

年
連
続
で
新
城
家
畜
市
場
に
お
い
~

支
援
、
記
念
誌
の
発
刊
を
計
画
し
て
い
ま
~
て
最
高
値
に
な
る
な
ど
、
こ
ち
ら
も
畜
産
~

す
。
母
校
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
と
発
展
の
~
農
家
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
以
上
の
~

た
め
に
同
窓
生
の
格
別
の
御
支
援
御
協
力
~
よ
う
に
生
徒
達
は
各
方
面
で
頑
張
っ
て
い
~

を
お
願
い
し
ま
す
~
ま
す
。

創立60周年記念事業について

1、同窓会 ・PTA国際交流基金の補填

•姉妹校派遣研修のための生徒及び引率者の渡航費等の援助

・相互交流プログラムヘの援助

2部活動等への援助

・部活動設備の充実及び学校環境の整備

ふ記念誌の発刊

・過去から現在の生徒達の活躍・活動、学校の変遷を記録した写

真集を発刊

l、目標金額

2、募金額

ふ募金方法

4、募金期間

1,000万円

ーロ 5千円

募金一口につき記念誌一冊を進呈いたします。

同封の郵便局振込用紙「募金（記念誌）申込用紙」を

ご使用ください。

平成21年7月 1日より平成22年 1月29日まで

1、同窓会名簿の発刊は、全ての業務を（株）サラトに委託していま

す。平成22年 5月に名簿を発刊するため、（株）サラトから住所等

の確認調査、名簿の注文、広告や賛助金等の依頼があります。

2、同窓会名簿発刊のための広告や賛助金等による収入は、 60周

年記念事業のための募金のお願いとは異なるものです。名簿発

刊の費用となります。

3、本事業に関するお問い合わせは下記事務局までお願いします。

〒441-3427 愛知県田原市加治町奥恩中 lの 1番地

愛知県立渥美農業高等学校創立60周年記念事業実行委員会事務局

TEL(0531)22-0406 FAX(0531)22-6462 
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十
一
月
十
二
日
（
水
）
伊
良
湖
周
辺
サ
イ
ク
リ
ン
グ
"

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開
始
~

十
三
日
（
木
）
授
業
参
加
生
け
花
体
験
~

文
化
会
館
周
辺
散
策
~

十
四
日
（
金
）
地
元
農
家
で
の
現
場
実
習
~

田
原
市
長
表
敬
訪
問
~

十
五
日
（
土
）
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
リ
~

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

田
歴
忠
国
際
交
流
協
会
の
行
事
参
加
~

十
六
日
（
日
）
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
過
ご
す
~

十
七
日
（
月
）
着
物
の
着
付
け
~

ト
ヨ
タ
自
動
車
田
原
工
場
視
察
~

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
＂

十
八
日
（
火
）
三
河
田
原
駅
集
合
~

次
の
研
修
地
へ
~

3
D

川

口

理

沙

十
一
月
十
二
日
、
こ
の
日
は
待
ち
に
待
っ

た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
再
会
の
日
で
す
。
五
ヶ
月

と
い
う
月
日
が
経
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
き
く
手
を
振
り
な
が
ら
歩
い
て
く
る
生

徒
達
を
見
つ
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
で
過
ご
し
た

日
々
が
昨
日
の
事
の
よ
う
に
よ
み
が
え
っ
て
き

ま
し
た
。
す
で
に
京
都
な
ど
に
行
っ
て
き
た
ら

し
く
、
そ
の
時
の
事
を
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
た
り
、
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
り
と
会
話

も
は
ず
み
ま
し
た
。
楽
し
み
な
の
と
同
じ
く
ら

い
あ
っ
た
緊
張
や
不
安
が
す
っ
か
り
消
え
て
、

日
本
の
良
い
所
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
の
家
に
き
た
ス
ザ
ン
ヌ
は
、
初
日
は
少

し
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ

て
生
活
の
様
子
が
分
か
っ
て
く
る
と
、
食
事

の
準
備
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
弟
達
と
ゲ
ー

ム
を
し
て
遊
ん
だ
り
と
笑
顔
や
会
話
も
増
え

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
は
、
学
校
の

授
業
に
参
加
す
る
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
オ

ラ
ン
ダ
と
日
本
の
学
校
の
違
い
が
よ
く
わ

か
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

家
具
の
デ
ザ
イ
ン
を
勉
強
し
て
い
る
ス
ザ

ン
ヌ
は
、
休
日
に
本
屋
へ
つ
れ
て
い
く
と
、

日
本
の
デ
ザ
イ
ン
の
本
を
大
量
に
買
っ
て
い

て
驚
き
ま
し
た
。
不
思
議
な
形
を
し
た
も
の

や
、
何
に
つ
か
う
の
か
理
解
で
き
な
い
も
の

を
、
こ
れ
な
に
？
と
聞
い
て
き
て
、
す
ご
く

感
動
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
普
段
あ
た
り
ま

え
だ
と
思
っ
て
い
る
事
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

日
本
の
良
さ
が
隠
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
あ
ら

た
め
て
気
づ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

~
一
週
間
と
い
う
短
い
時
間
の
中
だ
っ
た
け

~
ど
、
学
べ
た
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
国
や
言

~
葉
が
ち
が
っ
て
も
友
達
に
な
れ
る
の
だ
と
あ

~
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

~
今
回
の
交
流
に
参
加
で
き
た
事
に
感
謝
し

~
て
、
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か

~
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
璽
玉
鸞
屯ぃ

p

3
B

河

合

悠

太

~
オ
ラ
ン
ダ
人
が
日
本
に
き
て
、
僕
が
「
日

｝
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
の
違
い
で
一
番
驚
い

~
た
こ
と
は
何
。
」
と
闇
い
た
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
人

~
は
「
食
事
と
お
風
呂
と
ト
イ
レ
の
こ
と
か
な

。

」

~
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

~
僕
の
家
の
晩
飯
で
サ
ン
マ
が
出
ま
し
た
。

~
で
も
、
食
べ
ず
に
た
め
ら
っ
て
い
ま
し
た

。

~
「
ど
う
し
て
食
べ
な
い
の
」
と
聞
く
と
、
「
オ

＂
ラ
ン
ダ
だ
と
焼
き
魚
は
、
頭
は
と
っ
て
あ
っ

~
て
、
頭
つ
き
の
魚
料
理
は
で
て
こ
な
い
ん
だ

~
よ
。
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
た
し
か
に
オ
ラ

~
ン
ダ
に
行
っ
た
時
は
、
魚
は
食
べ
た
け
ど
、

~
頭
つ
き
の
魚
料
理
が
で
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
、

~
納
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
あ
ま
り
な
れ
て

~
い
な
い
手
つ
き
で
は
し
を
使
っ
て
食
べ
て
い

~
ま
し
た
。
「
は
し
を
使
う
の
は
難
し
い
？
」
と

~
聞
く
と
、
「
難
し
い
よ
。
は
し
は
オ
ラ
ン
ダ
で

~
は
使
わ
な
い
し
ね
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
オ
ラ

~
ン
ダ
で
は
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン

~
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
や
っ
ぱ
り
外
国
人
に

~
は
難
し
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
で

~
は
あ
た
り
前
の
こ
と
だ
け
ど
か
な
り
の
文
化

~
の
違
い
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

~
お
風
呂
の
時
も
オ
ラ
ン
ダ
で
は
湯
せ
ん
は

~
し
な
い
か
ら
と
言
っ
て
驚
い
て
い
ま
し
た
。

~
日
本
人
は
湯
せ
ん
し
な
い
と
、
疲
れ
が
と
れ

~
な
く
て
大
変
だ
け
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
シ
ャ

~
ワ
ー
だ
け
。
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
た
時
は
、
疲

~
れ
が
と
れ
な
く
て
大
変
だ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ

~
人
が
風
呂
か
ら
出
て
き
た
時
は
、
「
と
て
も
リ

~
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
よ
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

~
た
。
普
通
の
こ
と
だ
け
ど
、
な
ぜ
か
嬉
し
か
っ

丁
に
で
す
。

~
あ
と
オ
ラ
ン
ダ
で
は
ト
イ
レ
が
「
有
料
だ

~
け
ど
、
日
本
は
無
料
だ
か
ら
い
い
ね
。
」
と
言

~
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
た
時
は
、

~
ト
イ
レ
に
行
く
度
、
有
料
で
つ
ら
か
っ
た
で

~
す
。
す
ご
く
う
ら
や
ま
し
そ
う
で
し
た
。

~
日
本
で
は
さ
さ
い
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

~
オ
ラ
ン
ダ
人
に
と
っ
て
は
大
き
な
違
い
に
な

~
る
こ
と
が
こ
の
交
流
に
よ
っ
て
知
り
ま
し
た
。
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男
頃
バ
い
L
ボ
ー

l
g

顧

問

伊

藤

充

良

現
在
の
バ
レ
ー
部
は
、
5
年
前
、
自
分
が
赴
任

し
て
き
た
と
き
と
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
最
初

は
こ
ち
ら
か
ら
練
習
試
合
を
お
願
い
し
て
い
た
の

が
、
誘
わ
れ
る
存
在
に
成
っ
た
こ
と
で
す
。
赴
任

し
て
、
自
分
に
と

っ
て
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
顧

問
は
初
め
て
で
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で

し
た
。
初
め
て
の
公
式
戦
で
は
、
選
手
か
ら
「
先
生
、

タ
イ
ム
を
取
っ
て
。
」
「
ど
う
や
っ
て
取
る
の
。」
っ

て
具
合
で
し
た
。
た
だ
、
体
育
教
師
『
勝
つ
た
め

の
バ
レ
ー
部
・
県
大
会
出
場
』
を
目
標
に
掲
げ
、

達
成
の
た
め
に
、
選
手
の
起
用
法
を

一
部
活
動
を
休
ま
ず
参
加
し
た
者
（
冠
婚
葬
祭
・

当
番
以
外
は
休
ま
な
い
）

二
＿
が
で
き
て
、
技
術
の
高
い
者

三
チ
ー
ム
の
勝
利
を
第
一
に
考
ス
ら
れ
る
者

四
監
督
（
伊
藤
）
コ
ー
チ
（
河
合
輝
・
熊
谷
）

の
指
示
を
守
れ
る
者

と
し
。
1
年
目
は
年
間
70
セ
ッ
ト
程
度
2
年
目

が
150
セ
ッ
ト
3
年
目
が
200
セ
ッ
ト
昨
年
が
222

セ
ッ
ト
本
年
度
4
月
5
月
で
21
セ
ッ
ト
の
試
合

を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

一
＼
四
を
実
践
し
、
ほ
ぼ
毎
日
練
習
、
2
年
目
・

愛
知
県
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
東

三
河
支
部
予
選
会
第
3
位

（県
大
会
出
場
校
決

定
戦
に
負
け
て
目
標
達
成
成
ら
ず
）
同
年
東
―――

河
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
第
3
位
（
県
大

会
無
し
の
大
会
）
豊
川
高
校
に
勝
利
し
、
渥
美
農

高
は
少
し
は
強
い
し
、
毎
日
練
習
を
し
て
い
る。

お
願
い
す
れ
ば
、
来
て
も
ら
え
る
ら
し
い
。
と
な

り
、
豊
橋
工
業
高
校
に
静
岡
か
ら
浜
松
北
が
来
る

け
ど
一
緒
に
、
豊
川
高
校
か
ら
本
校
の
合
宿
に
東

京
・
千
葉
の
高
校
が
来
る
の
で
一
緒
に
、
豊
橋
東

高
校
が
田
原
青
年
の
家
で
合
宿
を
す
る
の
で
相
手

コ
ー
姐
鵠
’冒II眉，`
ー、、’、9
9

野

菜

部

顧

問

加

藤

俊

樹

渥
美
農
業
高
校
は
、

「日
本
を
代
表
す
る
農
業

高
校
」
と
し
て
全
国
的
に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の
が
温
室
野
菜
専

攻
・
野
菜
部
の
「
カ
ク
メ
ロ
」
で
す
。

「
カ
ク
メ
ロ
」
と
は
、
果
実
を
立
方
体
に
成
型

し
た
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
の
こ
と
で
す
。
農
業
高
校
生

の
発
明
品
と
し
て
特
許
を
取
得
し
、
「
カ
ク
メ
ロ
」

と
命
名
し
て
商
標
登
録
を
し
ま
し
た
。
現
在
、
田

原
・
豊
橋
地
域
の
農
家
栽
培
三
年
目
を
迎
え
、
東

京
の
高
級
フ
ル
ー
ツ
店
な
ど
で
、
高
級
果
実
と
し

て
高
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
と
し
て
平
成
十
四

年
度
か
ら
研
究
活
動
を
始
め
、
今
年
で
八
年
を
迎

え
ま
し
た
。
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
会
で
は
、
そ
の
年
ご
と
の
研
究
成
果
を
ま
と

め
て
プ
レ
ゼ
ン
を
作
成
し
、
発
表
練
習
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
生
徒
の
地
道
で
真
摯
な
研
究
活
動
が

実
を
結
び
、
愛
知
県
大
会
最
優
秀
賞
を
昨
年
度
ま

で
に
五
回
受
賞
し
、
全
国
大
会
や
東
海
大
会
に
出

場
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
「
四
角
い
メ
ロ
ン
に
挑
戦
！
め

ざ
せ
マ

ス
ク
メ
ロ
ン
栽
培
の
活
性
化
」
と
題
し
て
、

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
に
東
海
地
区
代
表
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
競
技

に
お
け
る
全
国
大
会
出
場
は
、
農
業
・
施
設
園
芸

科
と
し
て
は
、
本
校
創
立
以
来
初
め
て
と
な
る
快

挙
で
し
た
。

全
国
大
会
の
会
場
で
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

●

母

校

定

期

人

事

異

動

"

II
退
職
の
先
生

教

諭

西

尾

得

二

朗

i

平

成

2

0

年

度

2

学

期

以

降

大

会

結

果

■

転

出

の

先

生

i

日

本

学

校

農

業

ク

ラ

ブ

連

盟

全

国

大

会

（

佐

賀

県

）

~
農
業
鑑
定
競
技
会(
1
0/
2
1
1
2
4
)

教

諭

森

山

勝

史

安
城
農
林
高
校
教
頭ヘ

・

教
諭
中
村
稔
訓
新
城
高
校
へ

教
諭
小
田
伸
半
田
農
業
局
校
へ
~
農
業
の
部
優
秀
払
中
澤
慶
次

簑
護
教
諭
小
林
直
美
豊
橋
南
高
校
へ
~
”
l
B
尾
崎
美
弥

主
査
近
藤
興
澄
豊
橋
商
業
高
校
へ
＂

就
職
支
援
事
務
嘱
託
員
~
園
芸
の
部
優
秀
狙
中
神
智
弘

佐
藤
雅
年
刈

谷
東
高
校
へ
~
生
活
科
学
の
部
出
場
叩
高
橋
安
住

璽

転
入
の
先
生
~
校
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

(
1
1/
1
3
)

＂
最
優
秀
温
室
野
菜
専
攻
・
野
菜
部

教

諭

稲

垣

和

哉

蒲

郡

高

校

よ

り

＂

教
諭
北
澤
誠
司
半
田
農
業
商
校
よ
り
"~
優
秀
食
品
科
学
部
・
ジ
ャ
ム
班

教

諭

山

縣

夏

紀

新

規

採

用

霞
教
諭
岡
本
典
子
新
規
採
用
~
”
ハ
ウ
ス
野
菜
専
攻

"

”

果

樹

部

主

任

玉
越
秀
幸
成
章
高
校
よ
り
＂

就

職

支

援

事

務

嘱

託

員

＂

茂
豊
橋
聾
学
校
よ

り

~
農
業
技
術
検
定

(
1
1
/
2
6
)

農

業

の

部

最

優

秀

l

B

尾

崎

美

弥

、9.

9タ
・

~
園
芸
の
部
最
優
秀
叫
中
神
智
弘

を
、
等
々
練
習
試
合
に
誘
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
連
盟
の
役
員
の

，

成
り
ま
し
た

。

方
と
話
を
し
た

、

'
t
g

そ

~
食
品
科
学

の
部
最
優
秀
部
青
山
礼
佳

~
生
活
科
学
の
部
最
優
秀
3
松
井
茅
波

部
員
も
、
1
年
目
は
3
学
年
で
1
0
名
程
度
だ

っ

と
き
「
＼
愛
知

畜
富
篇
習
応
覆
譴

た
の
が
、

今
年
は
3
年
生
9
名
・
2
年
生
9
名
・
県
の
渥
美
農
業

声

表
彰
状

ぶ

甚

i
!；

尽

蟷

〗
汀
｀
名
の
認
名
と
、
主
務
3
名
て
活
動
し
て
汀
三

ご国
囁[ [

-
9
1
-

•一
．
・
・
.
·

な
ぁ
。
0
0農

塁

棧令伎
i

序

~
平
成
2
0
年
度
2
学
期
以
降
大
会
結
果

林
高
校
な
ら

5

~
1
1柔
道
部

知
っ
て
い
る
け

＇

ど
＼
」
と
、
言

諷
3
.
L
'
’
g

~
全
三
河
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
(
9
/
2
3
)

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

、

全
国
的
に
は
無
名
で
あ
る

~
B
チ
ー
ム
1
回
戦
本
校
4
|
1
安
城
南

2

回

戦

本

校

0

ー

5

桜

丘

本
校
の
現
状
を
知
り
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
~

「
渥
美
農
業
高
校
を
全
国
で
認
め
ら
れ
る
学
校
に
~
全
三
河
体
重
別
柔
道
選
手
権
大
会
(
1
1

/
2
2
)

し
た
い
。

」
と
強
く
思
っ
た
の
は
、
私
だ
け
で
は

~
6
0
k
g
級
l
回
戦
森
下
貴
史

1

回

戦

渡

辺

晃

基

な
く
、
生
徒
も
同
じ
気
持
ち
で
し
た
。

・

73kg
級

l

回

戦

藤

井

貴

章

三
年
後
、
全
国
農
業
教
育
新
聞

（全
国
学
校
農
~

2

回

戦

神

谷

忠

義

場
協
会
発
行
の
新
聞
で
全
国
の
農
業
高
校
職
員
~

に
配
布
さ
れ
る
）
の
平
成
一
九
年
九
月
号
で
第

~
8
1
k
g
級
1
回
戦
山
口
光
由

1

回

戦

松

井

一

成

五
十
六
回
全
国
大
会
の
報
告
が
あ
り
、
文
部
科
学
~

90kg
級

2

回

戦

松

村

匡

省
の
添
野
龍
雄
教
育
課
程
調
査
官
に
よ
る
研
究
協
~

議
の
指
導
・
講
評
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

;
11陸
上
部

ロ
」
を

~
愛
知
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
陸
上
競
技
会

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
本
校
の

い
て
~
東
三
河
地
区
予
選
会

例
示
し
、
「
農
業
高
校
の
先
生
方
は
知

っ
て

~
男
子
ャ
リ
投
優
勝
彦
坂
寛
邦

当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
＼
思
い
込
み
を
無
く
し
、

ャ

リ

投

3

位

林

伸

悟

し

っ

か
り
調
査
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が

大
切
~

で
す
。
」
と
講
評
さ
れ
て
い
ま
す

。

そ
の
後
も
第
~
走
幅
跳
2
位
大
羽
俊
輔

砲

丸

投

3

位

田

中

領

二
十
三
回
教
育
奨
励
賞
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
「
特
~

色
あ
る
教
育
実
践
」
と
し

て
日
本
一
に
な
り
ま
し

~
5
,
0
0
0
m
w
2
位
杉
堀
克
大

~
女
子
ヤ
リ
投
優
勝
三
島
千
佳

（
以
上
、
県
大
会
出
場
）

昭
和

―
―十
年
代
、
疏
菜
研
究
班
の
研
究
活
動
と

~

し
て
当
時
の
本
校
の
顧
問
と
生
徒
が
学
校
に
泊
ま

~
愛
知
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
(
9

/
2
8
)

り
、
徹
夜
で
温
室
内
の
環
境
調
査
を
し
た
と
聞
き
~
男
子
ヤ
リ
投
2
位
彦
坂
寛
邦

（
以
上
、
東
海
大
会
出
場）

ま
し
た

。

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
「
地
域
農
業
の

~

、
ぅ

~
第
2
5
回
東
三
河
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
ー
／
5

発
展
は
、
農
業
後
継
者
の
育
成
に
あ
る
」
と
し

本
校
農
業
教
育
に
お
け
る
不
変
の
熱
き
想
い
を
胸

~
男
子
走
幅
跳
優
勝
大
羽
俊
輔

ャ

リ

投

2

位

彦

坂

寛

邦

に
秘
め
、
今
後
も
頑
張
り
ま
す

。

こ
れ
か
ら
も
御

~

ャ

リ

投

3

位

三

島

千

佳

支
援
・
御
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
・

平成20年度決算書

額
額
額

済
済
残

人
出
引

収
支
差

円円円
156 

980 
954 999 

293 
843 

66 99 

11 

項目 予算額 決算額 比較増減 摘要

繰越金 72,064 72,064 

゜入会金 760,000 760,000 0 152名X@5,QQQ 57回生

寄付金 400 

゜
△ 400 

会報購読費 2.000 

゜
△ 2.000 

特 別 事 業

゜
850.000 850,000 会報関係

雑収入 5,536 927 △ 4,609 名簿等販売

合 計 840,000 1,682,991 842,991 

（単位 円）

項 目 当初予算 補正予算 流用増減 錮後予口頷 支出済額 残 額 摘 要

会議費 60.000 

゜
0 60,000 50,679 9,321 

松会費 15,000 0 15,000 9,294 5,706 

役員会議費 45,000 45,000 41.385 3,615 

事務局費 80,000 〇△40.000 40.000 30,000 10.000 

事務用品費 25,000 △ 20,000 5,000 

゜
5,000 特別事業費ヘ

通信費 50.000 △ 20,000 30,000 30,000 〇特別事業費ヘ

頭務局会議員 5,000 5,000 

゜
5,000 

事業費 450,000 850,000 140,000 1.440,000 I 437,493 2,507 

特別事業費 50,000 70,000 120,000 123,850 △ 3,850 

同窓会会報 250,000 850,000 100,000 1,200,000 1.195,343 4,657 

薙 ・OB屑紅 30,000 △ 30,000 

゜゜
〇特別事業費ヘ

卒業記念品代 120,000 120,000 118,300 1,700 

積立金 200,000 〇 △100,000 100,000 100,000 

゜基本金積立金 100,000 100,000 100,000 

゜特別讀茎積立金 100,000 △ 100,000 

゜゜ ゜虔 弔 費 40,000 40,000 31,413 8,587 

予 備 費 10,000 0 10,000 

゜
10,000 

合 計 810,000 850,000 0 1,690,000 1,649,585 

（単位円）

【平成20年度会計監査報告】

過日、平成20年度末までの会計監杏を実施致しました結果、関係諸帳簿及び領収書等よく

整備されており通帳等との残高照合したところ、適切に処理されていたので御報告致します。

平成21年4月23日

監査員高橋 講治 宮下和彦
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